
サポート

●生息地
●栄養
●水
●土壌の形成

緩和作用 ●気候変動を緩和　●害虫・病気・汚染を制御

供給作用 食料・繊維・燃料・淡水・遺伝子・資源の供給

文化的効用 精神・宗教的価値・知識・教育・インスピレーション・
レクリエーションや美しいものの提供

エコ野菜

種の多様性
いろいろな生き物がいること

生態系の多様性
様々な環境があること

遺伝子の多様性
それぞれの種の中でも個体差があること

サスティナブルコーヒー

バイオマスプラスチック

リサイクルトイレットペーパー

食品リサイクル～命をつなぐ環
食べられなかった食品残さを原料にした堆肥を使い、微生物やミミズが生きている健康な土壌で
野菜や米が育てられています。

2008年秋から
販売開始
（リーフウォーク稲沢）

商 品

生 産

堆肥を使って
栽培 集荷場

トラックで運搬 食品残さを計量 堆肥を熟成混合機へ投入

一宮市の生ごみ堆肥化処理場（D.I.D）

一宮市の 店 舗

店舗から出る
食品残さを分別

冷蔵保存

店舗から発生した食品
残さを清潔な専用容器
に入れて専用のトラック
で運搬します。

地元のJAで生産する
ので、収穫された野菜
は翌朝には店頭に並
びます。地産地消を推
進しています。

堆肥場で十分
発酵させ完熟
させます。

稲沢市

豊山町

江南市

D.I.Dバイオマス
リサイクルシステム

JAグループ

リサイクル堆肥
「エコパワー」完成！

稲沢市・江南
市・豊山町の
店舗で排出
した食品残さ
を再生利用。

サスティナブルコーヒー
熱帯雨林の下で栽培するシェイドグロウン農法。ジャングルの木
陰で育てたコーヒーは、虫やカエルの生きるジャングルの環境を
守ります。

テーブルの上の生物多様性
～毎日のテーブルの上にある食べ物は
　「生物多様性」の恵み～

生産履歴が明確
で安心・安全な
生豆を、生産者
との持続可能な
関係で取引をし
ます。

生産地・
生産者

一杯の
コーヒーから
地球環境を
考える

焙煎加工

輸入スーパー等で
販売

消費者が購入する
ことが、環境保全・
社会貢献につなが
ります。

環境に配慮した製
造に努めています。

環境に配慮した農園は、
生物多様性の保全に貢
献し、働く人々のくらしを
支えています。

母牛が子牛のためにつくったお乳を分
けてもらいます。

ご飯

牛乳

コーヒー
野菜

2010年10月、愛知県名古屋市で生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）が開催されました。
愛知県に本社があるユニーは、「テーブルの上の生物多様性」をテーマに、
日常の生活を通じてお客様と一緒に自然共生社会の構築に取り組んでいます。

生物多様性 ［自然共生社会を構築するために］

生物多様性 ［自然共生社会を構築するために］環境にイイこと、プラス。

　地球が誕生して以来、長い時間をかけて私たち人間も含めた様々な生物が生まれ、つながり合って生きてきました。この生物多様性がもたら
す恵み（生態系サービス）によって、私達の命や暮らしは支えられています。
　しかし現在世界中で多くの生物種が絶滅の危機に瀕しています。生物種の減少の原因のほとんどが開発や乱獲、外来種の持ち込みなど、人間
の活動にあるといわれています。人間は、地球生態系の一員としてほかの生き物との共存を求められているにもかかわらず、一方的に生き物に影
響を与え、絶滅の危機を引き起こしているのです。

　ユニーは売り場に並んでいる食品も「生物多様性」につながっていることを、お客様や従業員に知ってもらい、身近なものにしてもらうために
「テーブルの上の生物多様性」をテーマにしました。「私達の毎日の食べ物は生き物の命」ということを伝え、自然環境や、そこで生きる生物を
大切に守りながら生産した食べ物を選ぶことが、生物多様性に貢献できるのだということを知ってもらうために店舗でイベントを開催しました。

　私達が生きるために必要な酸素は植物によってつくられ、汚れた水も微生物などによって浄化されています。そして私達人間は、いろいろな生
き物からの様々な「恵み」をもらって生きています。こうした「恵み」を与えてくれる「生物多様性」を育む環境で作られた食べ物や製品を選ぶ
ことが「生物多様性」を守ることにつながります。ユニーでは、お客様が買い物をすることで生物多様性を守ることにつながる取り組みを「供給
作用」を通して行っています。

●生物多様性条約
　第10回締約国会議（COP10）
　生物多様性条約締約国会議は、条約を結んだ
国が約2年ごとに集まり、生物多様性を守り、それ
が絶えることなく存続するための仕組みや遺伝資源
の利益を公平に分ける仕組みなどが話し合われま
す。COP10は2010年10月11日から29日までの3
週間名古屋市で開催され、成果を上げることができ
ました。

●名古屋議定書
　私達の生活には、医療品をはじめとして生物の
機能や形状を利用した製品が数多くあります。こ
れらの開発で得た利益をその遺伝（生物）資源
の原産国に公平・均衡に配分するという、国際
ルールが名古屋議定書です。未開発地域や途上
国の資源、伝統知識を先進国が一方的に利用し
てきたことへの是正となるものです。

●愛知ターゲット
　2020年に向けて、生態系の保全を中心とした
目標として、生物多様性の失損速度を抑えるため
の具体的な数値も決めています。生物多様性の
認識を高め、持続可能な産業を促進し、絶滅危
惧種の中でももっとも減退している種の保全状態
を改善していくことを目的に、「悪化した生態系の
15％以上を回復すること」「陸地については17％」
「海域については10％」の保全を明記しています。

生物多様性の保全活動
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いのちと暮らしを支える生物多様性

COP10協賛事業「テーブルの上の生物多様性」

生物多様性を守る取り組み

　COP10協賛事業として、2010年10月「サスティナブルコーヒー協会」と協働
で名古屋市で開催しました。コーヒーの原産国は途上国が多く、さらに生物多様
性が失われつつある地域が多いため、生産地の生物多様性を保全しつつコーヒー
を栽培し続けるために、消費者である私達が「サスティナブル（持続可能な）コー
ヒー」を選んで飲むことが支援につながります。サスティナブルコーヒー協会は「サ
スティナブルコーヒーの普及に貢献し、コーヒーを通じて生産国の自然環境・社
会経済のサスティナビリティの維持向上に寄与する」ことを掲げているNPOです。

サスティナブルコーヒーフォーラム
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　「エコロキッズプロジェクト」は名古屋で開催されたCOP10のパートナーシップ事業として、
ユニーと朝日新聞社が共同で立ち上げた環境プロジェクトです。「地球の未来を担う子どもた
ちのための環境教育」をテーマに、子供達がキッズリポーターとして参加する「干潟の働き
を知ろう！」藤前干潟の体験教室や、さかなクンと一緒に学ぶ環境イベント「大切にしたい！
自然といきもの」をテーマにした絵画コンテストなど、一年を通して、子供達が環境について
考え、自らの問題として取り組んでいくことを目的としています。

エコロキッズプロジェクト 森の町内会
　「環境レポート2011」に3.5トンの間伐材か
ら作った紙を使うことで、長野県駒ヶ根市で
0.2haの間伐を促進することができました。森
の町内会は、森と企業をつなぎ、間伐と間伐
材の有効利用に取り組み森林保全を推進するシ
ステムです。

エコロキッズ体験教室　藤前干潟 「大切にしたい！　自然と生き物」
絵画コンクール

さかなクンといっしょに環境イベント

「テーブルの上の生物多様性」COP10に参加
　COP10開催地である愛知県・名古屋市では、
COP10開催中に会場周辺などで一般市民と交流
活動が行われました。ユニーの生物多様性のテー
マである「テーブルの上の生物多様性」のイベン
トをこうした会場で開催し、一般市民の方にも参
加しやすい活動を行い、COP10に協賛しました。

生物多様性交流フェア
環境紙芝居を実施

メッセなごやにて
一般市民参加型イベントを開催 

地球いきものEXPOいきもの折り紙を開催

おいしいサスティナブルコーヒーの
試飲を会場で実施

世界の環境団体がコーヒーを通じて
環境貢献を発表 保全されている森林を視察


